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 桜の花も散り始めた４月６日、新任式と始業式がありました。今年度の児童数は９８名。 

 新任式では、今年度新たに北小に赴任した職員４名も、それぞれ（個性的な？）自己紹介をし

て、北小の仲間入りをしました。その後、児童会長の塩島瑠璃さんから歓迎の言葉を送ってもら

い、北小の紹介もしてもらいました。 

 続けて行われた始業式。 

 まず、学校で勉強できる２０５日（１年生は２０４日、６年生は２０３日）で、何のために勉

強をするのか伝えました。昨年と同じ３つの話でしたが、ちょっとだけ説明を変えました。 

 １つ目は、『やさしく』なるための勉強。人もものも大切にする。相手の気持ちを想像して行動で

きたり、ものを丁寧に扱えたりできる、そんな北小の子になるための勉強。思いやりがあるという

こと。 

 ２つ目は、『かしこく』なるための勉強。良いことや悪いことがわかったり、良いことができるよう

になったりするための勉強。今しなければならないことは何か、これはしてもよいことなのか悪い

ことなのかがわかって行動できること。よりよい判断ができるということ。 

 ３つ目は、『げんきに』なるための勉

強。どうしたら健康でいられるかが

わかって行動できて、体が強くなる

にはどんな生活の仕方がよいかわか

って行動できて、毎日元気に過ごせ

るということ。 

 １年間を終えるときに、今以上に「やさしく」「かしこく」「げんき」になってくれるよう、職

員一同、教育活動を進めていきます。 

   １年生１５名・入学おめでとう！ 

 ４月７日、塩山北小学校に入学したのは元気な１５名の１年生。 

 入学式では、名前を呼ばれたら「はいっ！」と元気に返事ができ 

ていました。これで、北小児童９８名がそろいました。 

 １０日からは、上級生と一緒に集団登校で学校まで歩いてきました。初めての集団登校で、校

門を入ってすぐに「つかれた～」と言って座り込む子もいましたが、教室では元気いっぱい、担

任の倉田先生が驚くほどのパワーを発揮していました。 

 さて、１年生ですが、入学から２週間ほど経ちますが、ずいぶん小学校の生活にも慣れてきた

ようです。朝は、６年生が読み聞かせに来てくれるので、本を読んでもらって静かに座ることも

できています。私が給食の準備のお手伝いに行った時も、座って待っていて、給食を机にもって

いって、「どうぞ」と言うと「ありがとうございます」とちゃんと返事をしてくれます。算数の

授業の最初の５分、「百玉そろばん」で数の勉強をしたときも、声をそろえてはっきり数を数え

ています。 

そんな１年生を、上級生が支えています。集団登校の班長・副班長、読み聞かせをしている６

年生・・・「やさしさ」を感じる毎日です。 

学校教育目標『心豊かで生きる力のある子ども』 

・思いやりのある心豊かな子ども 

・自分で考え主体的に判断し行動できる子ども 

・体をきたえ生命を大切にする子ども 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の塩山北小学校の職員です。 

校  長 中村  裕司 英語専科 大村   隆 

教  頭 神宮司  剛 養護教諭 田中 菜津紀 

教務主任 古屋  ゆか 事務職員 網野  妙子 

１年担任 倉田  和美 学習支援講師 小野  紀男 

２年担任 雨宮  由香 学習支援講師 雨宮  全紀 

３年担任 畑   佑弥 図書館司書 吉岡 めぐみ 

４年担任 中根  絵里  ＡＬＴ トム ストーン 

５年担任 三枝 英太郎 栄養教諭 前田  彩菜 

６年担任 平山  沙織 用務員 大澤  信一 

たんぽぽ担任 渡辺  良太 スクールカウンセラー 戸澤  由美 

ひまわり担任 筒井 ひさ美 １年間よろしくお願いします。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

◇朝の玄関◇ 

朝、「休んでいる子はいないか、みんな来ているか」と思い、時々玄関の靴箱を見ます。

すると、中には、左右の靴が仲良くないときもありますが、結構きれいに靴がそろっている

のです。 

昨年、「伸びる子の条件」の中で森信三氏の名前を出しました。 

森氏は「躾の神様」とも言われています。森氏によるしつけの３原則として次のようなこ

とが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 「あいさつ」「返事」「椅子や履物をそろえる」この３つですね。 

「躾（しつけ）」と言うと、何か前時代的に感じるかもしれませんが、人としてのマナー

の基本ではないかと思います。 

 と考えると、北小の子たち、とてもよい『躾』がされているのだと感じます。○○流の作

法ではありませんが、お互いが気持ち良く生活するために大切なのではと思います。 

しつけの三原則  

（一） 朝のあいさつをする子に。それには先ず親の方からさそい水を出す。 

（二） 「ハイ」とはっきり返事のできる子に。それには親が、呼ばれたら必ず「ハイ」と

返事をすること。 

（三） 席を立ったら必ずイスを入れ、ハキモノを脱いだら必ずそろえる子に。 

※下線部は、現代の人権感覚に合わせてちょっと変えてあります。 

４月２１日（金)の朝、北辰スクールガード隊の皆さん

と子どもたちとの顔合わせ会がありました。登校での見

守りをはじめ、子どもたちの様子や、地域の安全につい

てご配慮いただいています。その後の情報交換では、地

域で気になることや、対応していただいていることなど

をお話していただきました。 


